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プレス成形プロセス最適化システムの開発
研究期間：産科研吉田PJ（平成14～17年度），応用展開支援事業（平成18年度）
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・成形中の割れをブランクの初期形状とドロービード位置を最適化することで，回避できました。
・スプリングバック（弾性回復）により生じる「ねじれ」をドロービード高さを最適化すること
で解消でました。

・実部品に適用し，リストライク工程の削減ができました。
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研究の成果研究の成果

　現場でのトライアル＆エラーの削減と期間短縮を実現するために，成形シミュレーション
が導入されつつあります。しかしシミュレーションは成形した場合にどうなるかの結果を出
しますが，不具合が出た場合の対策を提案することはありません。そこで，不具合のない成
形条件を自動で求める最適化システムを開発しました。

　現場でのトライアル＆エラーの削減と期間短縮を実現するために，成形シミュレーション
が導入されつつあります。しかしシミュレーションは成形した場合にどうなるかの結果を出
しますが，不具合が出た場合の対策を提案することはありません。そこで，不具合のない成
形条件を自動で求める最適化システムを開発しました。

研究の目的研究の目的

割れ

割れるなぁ…

廃棄面積

廃棄部分が多いなぁ 不具合改善 OK！

この後　　　　
どうしよう・・・

難しい成形でも
簡単にできた！

もし があれば

研究の内容研究の内容

－廃棄面積評価－

改善したい不具合は何？⇒ 例：ブランクの廃棄面積が多い

最低限満足する制約条件は何？⇒ 例：割れない

不具合の改善手段は何？⇒ 例：初期ブランク形状を変更

　　　　　　制約の評価（制約関数）　　　
　　　　　　　　　【成形条件に対し，最低限
　　　　　　　　　　　　　満足する制約条件を評価】

　　不具合の評価（目的関数）
　　【改善したい不具合の度合いを数値化】

・割れ，しわ評価　　　　　　　・廃棄面積
・成形品外形線評価　・理想形状との差異

最適解の検証（最適化エンジン）　
【不具合が改善されたかを検証】　 　

【次の成形条件案を決定】　　　

・応答曲面法（効率的に　　　　　
最適解を求める　　　　　　

探索アルゴリズム）　　　　　

　成形条件を変更（設計変数）
　【成形条件案にあわせ，
　　　　　解析ファイルを書き換える】

　・ドロービード位置・形状
　・初期ブランク形状
　・しわ押さえ力
　・金型形状
　　　など

プレス成形
シミュレーション
【改善手段を織り込んだ
解析ファイルで成形解析】

・PAM-STAMP
・LS-DYNA

－割れ評価－

廃棄面積

製品外形線

廃棄面積の
減少率

ブランク
切り取り量

ブランク
拡大率

－応答曲面法（イメージ）－
－初期ブランク形状変更－
（拡大率，切り取り量変更）

GUI
入力

－最適初期ブランク形状－

出力

最適化前

Run3

Run1 Run2

Run4 Run5

　探索アルゴリズムによって効率的に成形条件を変更しつつ，自動で不具合のない最適な成
形条件を求めるプレス成形プロセス最適化システムを構築しました。


